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模
な
専
有
部
分
改
修

工
事
」
申
請
を
「
政
府

よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
終

息
等
の
発
令
が
行
わ

れ
る
ま
で
」
は
受
理
し

な
い
、
と
不
明
確
な
基

準
で
長
期
間
「
権
利
を

著
し
く
制
約
す
る
」
と

認
定
。「
社
会
通
念
上
、

受
忍
す
べ
き
限
度
を

超
え
る
も
の
と
い
え
、

債
権
者
の
承
諾
の
な

い
本
件
総
会
決
議
が

有
効
に
な
る
と
は
い

え
な
い
」
と
判
断
し

た
。 管

理
組
合
側
は
、
臨

時
総
会
は
「
従
来
の
取

り
扱
い
に
変
更
を
加

え
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
議
案
に
係
る
対

象
者
は
全
区
分
所
有

者
で
あ
り
、
一
部
の
区
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う
し
た
場
所
で
工
事
業

者
と
居
住
者
が
「
す
れ

違
っ
た
り
乗
り
合
わ
せ

た
り
す
る
こ
と
が
感
染

の
リ
ス
ク
の
高
い
行
為

で
あ
る
と
の
疎
明
は
な

い
」
と
指
摘
し
た
。 

一
部
の
工
事
業
者

の
簡
易
な
施
工
や
配

送
業
者
等
に
対
し
て

は
、
立
ち
入
り
を
制
限

し
て
い
な
い
点
に
も

言
及
し
「
理
事
会
の
指

定
業
者
以
外
の
内
装

施
工
業
者
の
立
ち
入

り
の
み
を
制
限
す
る

こ
と
が
実
効
性
の
高

い
感
染
対
策
で
あ
る

と
は
認
め
ら
れ
な
い
」

と
結
論
付
け
て
い
る
。 

予
防
対
策
の
継
続

を
決
め
た
今
年
６
月

の
臨
時
総
会
決
議
に

つ
い
て
は
区
分
所
有

法
３
１
条
１
項
後
段

の
「
特
別
の
影
響
」
に

照
ら
し
、
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
「
『
一
部
の
区
分

所
有
者
の
権
利
』
に
影

響
す
る
も
の
で
あ
る
」

と
指
摘
。 

対
策
は
「
工
期
が
長

期
間
に
及
び
、
か
つ
不

特
定
多
数
の
出
入
り

が
予
測
さ
れ
る
大
規

予
防
対
策
、
「
特
別
の
影
響
」に
該
当 

適
正
管
理
の 

確
保
へ
要
望 

分
所
有
者
を
対
象
と

す
る
も
の
で
も
な
か

っ
た
」
な
ど
と
し
、
議

案
は
「
適
法
に
承
認
さ

れ
た
」
と
反
論
し
て
い

た
。 既

に
締
結
さ
れ
た

住
戸
の
売
買
契
約
が

申
請
不
受
理
に
伴
う

工
事
遅
延
で
解
除
さ

れ
る
な
ど
の
不
利
益

を
被
る
可
能
性
が
あ

り
「
保
全
の
必
要
性
も

認
め
ら
れ
る
」
と
判

断
。 宅

建
業
者
の
申
し

立
て
を
認
め
た
７
月

の
「
原
決
定
は
相
当
で

あ
る
」
と
結
論
付
け

た
。
（
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
新
聞
１
１
７
９
号
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を
理
由
に
専
有
部
リ
フ
ォ
ー
ム
の
申
請
を
受
理
し
な

い
方
針
を
設
け
た
管
理
組
合
に
対
し
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
申
請
し
た
法
人
区
分
所
有
者
が
工
事
実
施
の

承
諾
を
求
め
た
仮
処
分
事
件
で
大
阪
地
裁
は
８
月
１
６
日
、
管
理
組
合
の
異
議
申
し
立
て
を
認
め

ず
、
７
月
１
４
日
付
の
仮
処
分
決
定
を
許
可
す
る
決
定
を
し
た
。
能
宗
美
和
裁
判
官
は
「
理
事
会
決

議
に
よ
る
工
事
申
請
の
不
受
理
方
針
は
無
効
」
な
ど
と
す
る
一
方
、
管
理
組
合
が
取
っ
た
コ
ロ
ナ
対

策
は
「
実
効
性
の
高
い
感
染
対
策
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
言
及
し
て
い
る
。 

8/16 大阪地裁決定 

「Ｅ
Ｂ
」活
用
周
知
の
検
討
求
め
る 

国
交
相
宛
て
に
提
出 

「

コ
ロ
ナ
」
理

由

に 

専
有
部
修
繕
不
承
認 

組
合
側
の
異
議
認
め
ず 

税
制
改
正
要
望
を
提

出
し
て
い
た
が
、
お
と

と
し
か
ら
総
合
的
な

要
望
に
改
め
て
い
る
。 

具
体
的
な
要
望
は

５
項
目
。
「
マ
ン
シ
ョ

ン
共
用
部
分
リ
フ
ォ

ー
ム
融
資
に
お
け
る

優
遇
措
置
」
は
前
回
と

同
内
容
の
要
望
。
今
回

は
新
た
に
管
理
組
合

管理協 

資
金
の
決
済
方
法
に

お
け
る
エ
レ
ク
ト
リ

ッ
ク
バ
ン
キ
ン
グ
（
Ｅ

Ｂ
）
の
活
用
に
関
す
る

周
知
、
現
場
で
の
電
子

マ
ネ
ー
の
普
及
促
進

の
周
知
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
。 

要
望
で
は
ま
ず
、
２

０
２
２
年
４
月
の
ス

タ
ー
ト
が
見
込
ま
れ

る
「
管
理
計
画
認
定
制

度
」
の
認
定
を
受
け
た

マ
ン
シ
ョ
ン
、
ま
た
管

理
協
が
創
設
予
定
の

「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

適
正
評
価
制
度
」
で
評

価
を
受
け
た
マ
ン
シ

ョ
ン
に
お
け
る
優
遇

措
置
を
提
示
し
て
い

る
。
対
象
区
分
所
有
者

の
固
定
資
産
税
の
優

遇
な
ど
を
求
め
た
。 

い
ず
れ
も
「
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
適
正
評
価

制
度
」
で
ポ
イ
ン
ト
ラ

ン
ク
上
位
の
「
Ｓ
・

Ａ
・
Ｂ
」
評
価
を
受
け

た
マ
ン
シ
ョ
ン
が
、
控

除
額
・
減
税
率
が
高
く

な
る
イ
メ
ー
ジ
だ
。 

「
専
有
部
分
リ
フ

ォ
ー
ム―

」
は
、
管
理

計
画
認
定
制
度
の
認

定
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ま
た

認
定
を
受
け
ら
れ
な

く
て
も
同
評
価
制
度

で
評
価
を
受
け
情
報

を
公
開
し
た
マ
ン
シ

ョ
ン
に
対
す
る
支
援

策
、
要
望
で
は
金
利
優

遇
な
ど
に
よ
り
「
認
定

制
度
お
よ
び
評
価
制

度
へ
の
登
録
を
す
る

た
め
の
合
意
形
成
の

一
助
に
な
り
、
管
理
状

況
の
向
上
に
も
つ
な

が
る
」
と
し
て
い
る
。 

２
面
に
つ
づ
く 

決
定
文
に
よ
れ
ば
、

専
有
部
の
修
繕
等
に
関

す
る
細
則
そ
の
も
の

は
、
管
理
規
約
に
反
し

な
い
場
合
は
「
正
当
な

理
由
が
な
い
限
り
、
そ

の
工
事
の
許
可
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定

め
ら
れ
て
い
る
」
と
認

定
。 細

則
は
総
会
決
議
を

得
て
い
る
点
か
ら
「
理

事
会
の
単
独
の
決
定
ま

た
は
理
事
会
の
決
議
に

よ
り
、
細
則
を
変
更
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
し
て
、
２
０
２
０
年

５
月
の
「
理
事
会
に
よ

る
本
件
予
防
対
策
の
決

定
は
無
効
で
あ
る
」
と

判
断
し
た
。 

管
理
組
合
側
は
、
仮

処
分
を
求
め
た
法
人
区

分
所
有
者
の
宅
建
業
者

が
、
住
戸
取
得
に
際
し

「
管
理
に
係
る
重
要
事

項
調
査
報
告
書
な
ど
で

リ
フ
ォ
ー
ム
の
制
限
を

認
識
し
て
い
た
」
と
主

張
し
た
が
「
理
事
会
決

議
に
よ
る
工
事
の
申
請

の
不
受
理
方
針
は
無
効

で
あ
る
か
ら
、
主
張
は

そ
の
前
提
を
欠
く
」
と

退
け
ら
れ
て
い
る
。 

管
理
組
合
が
取
っ
た

感
染
対
策
に
つ
い
て
は

「
感
染
を
予
防
す
る
目

的
自
体
は
一
定
の
合
理

性
を
有
す
る
」
と
支
持

し
た
。 

た
だ
、
対
策
と
し
て

管
理
組
合
が
示
し
た

「
指
定
業
者
以
外
の
工

事
関
係
者
に
よ
る
マ
ン

シ
ョ
ン
の
立
ち
入
り
制

限
」
に
つ
い
て
は
疑
問

を
投
げ
掛
け
た
。 

ま
ず
、
こ
の
マ
ン
シ

ョ
ン
は
開
放
廊
下
型
の

た
め
「
密
閉
空
間
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
の
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
建
物

玄
関
部
分
」
と
し
、
そ

 

一
般
社
団
法
人
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
業
協
会

（
管
理
協
、
岡
本
潮
理

事
長
）
は
８
月
２
６
日
、

「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
適
正

な
管
理
を
確
保
す
る
た

め
の
方
策
に
関
す
る
要

望
」
を
赤
羽
一
嘉
国
交

相
宛
て
に
提
出
し
た
。

要
望
の
提
出
は
３
回

目
。
１
５
～
１
８
年
は
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編集後記 

マンション管理組合では築年数が増えればそれに伴って解決すべき課題も増えて来ます。それに伴い、理事会の

役員、特に理事長の心理的、時間的負担は相当なものになります。管理会社は管理委託契約範囲内のことはやっ

て貰えますが、それ以外のことは管理組合自身でやるしかありません。問題解決のためマンション管理運営につ

いての専門知識をその都度勉強して行くことは大変な苦労です。そこで、かかりつけの医者のようなマンション

管理士が身近にいれば時間的、心理的負担が格段に軽減され、どなたでも理事長が務まると思います。（吉田） 

 

調
査
は
共
用
部
・
専

有
部
の
工
事
が
対
象
。

共
用
部
工
事
は
大
規

模
修
繕
と
税
抜
き
１

０
０
０
万
円
以
上
の

「
一
定
規
模
以
上
の

改
修
工
事
」
に
分
類
し

た
（
別
項
参
照
）
。
業

務
や
工
事
の
内
容
、
金

額
等
を
尋
ね
た
。 

対
象
工
事
数
４
５

１
の
う
ち
賃
貸
マ

ン
シ
ョ
ン
が
３
７

件
程
度
あ
る
。
所
在

地
は
１
都
３
県
が

５
３
・
７
％
、
愛
知

県
が
７
・
１
％
、
大

阪

府

が

１

５

・

７
％
、
そ
の
他
２

３
・
３
％
。 

◇ 

業
務
の
内
容
（
複

数
回
答
）
は
、
大
規
模

修
繕
工
事
で
は
「
施
工

監
理
」
と
す
る
回
答
が

最
も
多
く
５
９
・
９
％

に
上
っ
た
。
「
元
請
け

（
工
事
施
工
）
」
は
３

３
・
７
％
に
と
ど
ま
っ

た
。
ほ
か
に
「
設
計
業

務
」
（
２
１
・
１
％
）
、

「
施
工
会
社
紹
介
」

（
２
・
５
％
）
な
ど
の 

回
答
が
あ
っ
た
。 

回
答
し
た
２
５
社

中
少
な
く
て
も
２
１

社
は
管
理
会
社
だ
っ

た
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
一
定
規
模
以
上

の
改
修
工
事
」
で
は

「
元
請
け
（
工
事
施

工
）
」
が
９
６
・
４
％

と
圧
倒
的
多
数
を
占

め
た
。 

大
規
模
修
繕
工
事

の
金
額
は
戸
当
た
り

平
均
１
０
７
万
９
０

０
０
０
円
。 

大
規
模
修
繕
の
回

数
別
に
見
る
と
１
回

目
に
お
け
る
工
事
金

額
が
最
も
高
く
１
１

２
万
９
０
０
０
円
。
２

回
目
は
１
０
９
万
６

０
０
０
円
、
３
回
目
は

９
６
万
４
０
０
０
円

と
百
万
円
を
切
っ
て

い
た
。 

規
模
別
で
は
「
２
０

戸
未
満
」
が
１
７
６
万

６
０
０
０
円
と
、
他
の

区
分
を
大
き
く
引
き

離
し
て
ト
ッ
プ
、
２
位

は
「
５
０
０
戸
以
上
」

で
１
３
６
万
６
０
０

０
円
だ
っ
た
（
グ
ラ
フ

参
照
）
。 

階
数
別
で
は
「
２
０

階
以
上
」
が
１
２
１
万

３
０
０
０
円
で
最
高
。

１
２
０
万
４
０
０
０

円
と
、
僅
差
で
「
３
階
」

が
続
い
た
。 

工
事
資
金
は
、
大
規

模
修
繕
で
は
２
５
・

６
％
が
「
不
足
し
た
」

と
回
答
。
特
に
１
回
目

の
修
繕
で
は
２
９
・

５
％
と
３
割
近
く
で

工
事
費
が
不
足
し
た
、

と
答
え
て
い
る
。
２
回

目
は
２
１
・
１
％
、
３

回
目
は
２
０
・
０
％
だ

っ
た
。 

理
由
と
し
て
は
「
当

初
予
定
の
値
上
げ
が

で
き
な
か
っ
た
」
「
当

初
の
長
期
修
繕
計
画

想
定
よ
り
今
回
の
工

事
数
量
が
大
き
く
な

っ
た
」
な
ど
が
挙
が
っ

て
い
る
。
不
足
額
は
融

資
で
賄
う
ケ
ー
ス
が

６
割
強
を
占
め
た
。
工

事
の
一
部
中
止
や
内

容
を
変
更
し
た
ケ
ー

ス
も
２
割
弱
あ
っ
た
。 

工
事
に
際
し
大
規

模
修
繕
工
事
瑕
疵
保

険
を
利
用
し
て
い
た

の
は
８
・
９
％
。
８

９
・
１
％
は
利
用
し
て

い
な
い
と
答
え
た
。
高

経
年
に
な
る
ほ
ど
利

用
率
は
上
が
り
３
回

目
の
大
規
模
修
繕
で

は
、
２
０
・
０
％
に
な

っ
て
い
る
。 

２
０
階
以
上
の
仮

設
工
事
方
法
は
「
枠
組

み
足
場
」
が
８
１
・

８
％
で
最
多
（
複
数
回

答
）
。「
レ
ー
ル
式
ゴ
ン

ド
ラ
」
が
４
５
・
５
％

で
２
位
。 

◇ 

調
査
報
告
書
は
Ａ

４
判
・
７
７
ペ
ー
ジ
。

定
価
税
込
み
４
４
０

０
円
で
販
売
中
。
Ｒ
Ｅ

Ｐ
Ｃ
Ｏ
会
員
は
２
２

０
０
円
。
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。
（
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
新
聞
１

１
８
０
号
） 

大
規
模
修
繕
工
事
金
額
、
戸
当
た
り
平
均
で
約
１
０
８
万
円―

。
一
般
社
団
法
人
マ
ン
シ

ョ
ン
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
協
議
会
（
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
）
が
８
月
に
ま
と
め
た
『
２
０
２
０
年
度
マ

ン
シ
ョ
ン
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
調
査
』
で
、
こ
ん
な
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
規
模
別
で
は

「
２
０
戸
未
満
」
が
約
１
７
７
万
円
、
階
数
別
で
は
「
２
０
階
以
上
」
が
約
１
２
１
万
円
で

最
も
高
か
っ
た
。 

一
戸
当
た
り
平
均  

・
９
万
円 

共
用
・
専
有
部
分 

リ
フ
ォ
ー
ム
調
査 

回
数
別
で
は
１
回
目
が
最
高 

RE P C O 

大
規
模 

修

繕 

調
査
に
つ
い
て…

Ｒ

Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
が
２
０
２
２

年
度
に
公
表
を
予
定
す

る
「
マ
ン
シ
ョ
ン
リ
フ

ォ
ー
ム
市
場
将
来
需
要

推
計
報
告
書
」
の
準
備

調
査
と
し
て
行
わ
れ

た
。 Ｒ

Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
会
員
の

ほ
か
一
般
社
団
法
人
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
業
協
会

会
員
に
も
協
力
を
依
頼

し
、
専
有
部
分
・
共
用

部
分
改
修
工
事
に
つ
い

て
尋
ね
た
。 

共
用
部
分
改
修
工
事

に
は
計
２
５
社
が
回

答
。
回
答
工
事
件
数
は

４
５
１
件
に
上
っ
た
。

１
９
年
１
０
月
～
２

０
年
３
月
末
に
竣
工

し
た
大
規
模
修
繕
、
税

抜
き
１
０
０
０
万
円

以
上
の
改
修
工
事
を

対
象
に
し
て
い
る
。
２

０
階
以
上
の
大
規
模

修
繕
に
つ
い
て
は
対

象
期
間
を
拡
大
し
１

６
年
以
降
２
０
年
３

月
末
竣
工
物
件
と
し

た
。 「

長
期
修
繕
計
画

の
対
象
と
な
る
も
の

で
仮
設
足
場
の
設
置

を
伴
う
工
事
」
を
大
規

模
修
繕
と
定
義
し
て

い
る
。 

１０７ 

１
面
の
つ
づ
き 

Ｅ
Ｂ
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
日
常
に
支
払

い
に
際
し
、
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
を
利
用
し

た
支
払
い
承
認
が
可

能
に
な
る
た
め
、
Ｅ
Ｂ

を
使
用
し
て
い
な
い

場
合
に
発
生
す
る
「
書

類
の
印
刷
・
郵
送
・
押

印
・
返
送
等
の
業
務
が

減
り
、
業
務
の
効
率
化

が
図
れ
る
」
と
指
摘
。 

印
鑑
・
通
帳
の
不
正

使
用
に
よ
る
管
理
会

社
の
不
祥
事
の
減
少

に
も
つ
な
が
る
と
し

て
、
管
理
組
合
の
資
金

決
済
方
法
に
関
し
て

「
金
融
機
関
の
Ｉ
Ｔ

活
用
を
推
進
す
る
た

め
の
周
知
が
必
要
」
だ

と
し
た
。
（
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
新
聞
１
１
８

０
号
） 

(万円) 


